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潤生園 やすらぎの家 南鴨宮 

地域密着型通所介護・国基準通所型サービス 

運営規程 
 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人小田原福祉会が開設する潤生園 やすらぎの家 南鴨宮（以下

「事業所」という）が行う、地域密着型通所介護事業及び国基準通所型サ

ービス（以下「事業」という）の適正な運営を確保するために、人員及び

管理運営に関する事項を定め、事業所の介護職員等が利用者の意思を尊重

し、常に利用者の立場に立って要支援・要介護状態にある高齢者に対し、

適正な通所型サービスを提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第２条  この事業は、要支援・要介護状態にある利用者の心身の特性を踏まえて、

その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立し

た日常生活を営むことができるよう必要な日常生活上の世話及び機能訓練

を行うことにより、利用者の自己実現を支援し、利用者の社会的孤立感の

解消、及び心身の機能維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の

軽減を図るものである。 

   ２ 事業の運営に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サ－ビス

との綿密な連携を図り、総合的なサ－ビスの提供に努めるものとする。 

 

（事業所の名称等） 

第３条  事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

    (1)名 称  潤生園 やすらぎの家 南鴨宮 

    (2)所在地  神奈川県小田原市南鴨宮１－１１－１９ 

 

（職員の職種、員数及び職務内容） 

 第４条 事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 

《令和７年 12月 1 日現在》 

    (1)管理者    １名（常勤兼務職員） 

      管理者は、事業所の職員の管理及び業務の管理を一元的に行う。 

    (2)生活相談員  ３名以上（常勤兼務職員、非常勤兼務職員）  

      生活相談員は、利用者のサービス利用に係る調整、相談援助業務等を 

     行うとともに、自らもサービスを行う。 

また、利用者に対し日常の生活上の介護その他必要な業務等を行う。 

    (3)介護職員  ４名以上（常勤兼務職員、非常勤兼務職員） 

      介護職員は、利用者に対する必要な介護サービスを行う。 

    (4)機能訓練指導員  １名（常勤兼務職員、非常勤兼務職員）  

      機能訓練指導員は、利用者に対する必要な機能訓練を行う。 

     

 

（利用定員） 

 第５条  事業所の利用定員は、通所介護事業・介護予防通所介護事業・第１号通

所事業（小田原市通所介護相当サービス）を合わせて１日１０名とする。 
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（営業日及び営業時間） 

 第６条  事業所の営業日及び営業時間は次のとおりとする。 

    (1)営 業 日     月曜から土曜日及び祝日とする。 

              （年始「１月１日から１月３日」までを除く。） 

    (2)営業時間     午前８時００分から午後５時００分までとする。 

    (3)サービス提供時間 午前８時３０分から午後４時２０分までとする。 

※利用者毎の状況により、サービス提供実施時間は異なる場合がある。 

 

（事業の内容及び利用料等） 

 第７条 サービスの内容は次のとおりとし、サービスを提供した場合の利用料の額

は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、利用者負担金は、その１

割、２割又は３割の額とする。 

  【サービスの内容】 

   《介護予防・介護サービス》 

    (1)希望に応じ、適切な方法により入浴,又は清拭し、清潔を保持する。 

    (2)排泄の介助をする。おむつを使用せざるを得ない利用者についてはおむ 

つを適切に交換し、快適な生活を保持する。 

    (3)着替え、整容等の介護を適切に行う。 

    (4)日常生活上の機能訓練を行う。 

    (5)その他、日常生活上、利用者が必要とする介護を提供する。 

   《食事サービス》 

      食事はなるべくご自分で「食べていただける食事」を提供する。 

なお、利用者の好みや食欲、病態に合わせて調理、工夫する。 

食事時間は次の時間帯とする。 昼食１２：００～１３：００ 

  【利用者負担金】 

  利用者負担金は、次の４種類に分かれる。 

① 介護報酬に係わる利用者負担金 

（通常、費用全体の１割、２割又は３割とする。利用者の「介護保険負担割合

証」による） 

②運営基準（厚労省令）で定められた「その他の費用」（全額自己負担） 

・食費 １食 700 円 

   ③時間延長サービス 別途契約による。 

 

④通常サービス提供の範囲を超える保険外の費用（実費・全額自己負担） 

     なお、③④項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対

して事前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名

捺印）を受けることとする。 

 

（通常の事業の実施地域） 

第８条   通常の事業の実施地域は小田原市とする。 

 

（サービス利用に当っての留意事項） 

第９条   利用者は、共用施設等を本来の用途に従って、利用するものとする。 

(1) 利用者に、サービスの実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認め

られる場合には、事業者及び従業者が施設内において、必要な措置をと

ることを認めるものとする。ただし、その場合、事業者は利用者のプラ

イバシー等の保護については十分な配慮をするものとする。 
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     (2)利用者は、事業所の施設、整備について、故意または重大な過失により 

滅失、破損汚損もしくは変更した場合には、自己の費用により原状に復 

するか、または相当の代価を支払うものとする。 

   ２ 利用者は、施設内で次の各号に該当する行為を禁止されるものとする。 

    (1)決められた場所以外での喫煙 

    (2)従業者または他の利用者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活

動、営利活動を行うこと 

    (3)その他決められた以外の物の持ち込み 

（衛生管理対策） 

第１０条 事業所は、利用者の使用する施設、食器その他の設備等について「感染

症対策マニュアル」を作成し、衛生的な管理に努める。 

２ 「感染症対策マニュアル」については、研修等により従業者に周知徹底

を行う。 

３ 事業所は、感染症が発生又はまん延しないように必要な措置を講じると

ともに、従業者については、適宜に健康診断等を実施する。 

 

（損害賠償責任） 

第１１条 事業者は、サービスの提供にともなって、事業者の責めに帰すべき事由 

により利用者の生命・身体・財産に損害を及ぼした場合は、利用者に対し

てその損害を賠償します。 

 

（緊急時の対応） 

 第１２条 介護職員その他の従業者は、サービス提供を行っているときに利用者の

病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治の医師及び家

族へ連絡する等の必要な措置を講じます。 

 

（事故発生時における対応方法） 

第１３条 介護職員その他の従業者は、サービスの提供中に利用者に事故が発生し

たときは、速やかに主治の医師及び家族へ連絡する等の必要な措置を講じ

ます。また、管理者の指示に従い、市町村、当該利用者の家族、当該利用

者に係る居宅介護支援事業者等に報告を行うものとする。 

２ 事業者は、事故の状況や事故に際して取った処置について記録するとと

もに、事故発生の原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じるものと

する。 

 

（守秘義務又は秘密の保持） 

第１４条 従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族等に関する事項を理由な

く第三者に漏らさない。この守秘義務は契約が終了した後も継続する。 

但し、円滑にサービスを提供するために介護支援専門員（ケアマネジャ

ー）及び主治医・保険者には、書面による同意を得た上で、サービスを

提供するために必要な個人情報を提供する。 

    ２ 前項規程にかかわらず、事業者は、利用者がサービスを利用されるにあ

たり、利用者の情報提供が必要な場合には、利用者または代理人の同意

を得て行う。 

    ３ 事業者は、従業者が業務上知り得た利用者またはその家族等の秘密を保

持させる為、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべ

き旨を従業者との雇用契約の内容とする。 
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（非常災害対策） 

 第１５条 事業者は、非常災害に対し具体的計画をたてておくとともに、非常災害

に備えるため、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行うものとする。 

 

（虐待防止に関する事項） 

第１６条 事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため

次の措置を講ずるものとする。  

(1) 虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して

行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果

について従業者に周知徹底を図る。 

(2) 虐待防止のための指針を整備する。 

(3)  虐待を防止するための定期的な研修を実施する。 

(4) 前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を設置する。  

２ 事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家

族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発

見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。 

 

（苦情処理） 

第１７条 利用者やその家族からの苦情等に迅速かつ適切に対応するために、事業

所に苦情受付窓口を設置する。苦情が生じた場合は、直ちに相手方に連絡

を取り、詳しい事情を把握するとともに、管理者が必要と判断した場合に

は、全従業者で検討会議を行い、具体的な対応を行う。また、苦情記録、

その対応を台帳に保管し、再発を防ぐために役立てる。 

《相談窓口、苦情対応》 

   ※サービスに関する相談や苦情については、次の窓口で対応いたします。 

・対応時間   午前８時００分～午後５時００分 

   ・電話番号   0465-45-1118 

   ・ファックス  0465-45-1119 

   ≪公的受付機関≫ 
・小田原市高齢介護課介護給付係 

 8：30～17：15(土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始を除く） 

  小田原市荻窪３００    ℡0465-33-1827 

・神奈川県国民健康保険団体連合会 

8：30～17：15(土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始を除く) 

横浜市西区楠町２７－１      ℡045-329-3447 

 

（その他運営についての留意事項） 

 第１８条  事業所は、介護職員等の質的向上を図るための研修の機会を提供する

ものとし、また、業務体制を整備する。 

（１）採用時研修  採用後 3ヶ月以内 

（２）継続研修   年 3 回以上 

（３）課題研修   必要時 
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   ２ 事業所は、サービス提供に関する記録を整備し、保管（サービス終了後 

     ５年間）する。 

   ３ この規程（または細則）に定める事項の外に、運営に関する重要事項は、

社会福祉法人小田原福祉会と事業所の管理者との協議に基づいて定めるも

のとする。 

 

   附 則 
平成２４年 ７月 １日施行 

平成２５年 ４月 １日改正 

平成２６年１１月 １日改正 

令和 ４年１０月 １日改正 

令和 ５年１２月 １日改正 

令和 ６年 ９月 １日改正 

令和 ７年１２月 １日改正 


